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１．事業の概要 

（１）目的 

・ 国土・地域ネットワークの構築 

・ 物流効率化の支援 

・ その他（広域行政の支援） 

・ 災害への備え 

・ 個性ある地域の形成 

・ 円滑なモビリティの確保 

・ 安全で安心できる暮らしの確保 

 

北檜山大成線は、北檜山町から大成町へ至る延長約３４ｋｍ

の道路です。このうち、延長９．６㎞が開発道路に指定されて

います。 

本路線の整備により、北檜山町と大成町の海岸路線を形成し、

物流効率化の促進、地域間交流の活性化、災害に伴う孤立地域

の解消のほか、国道通行止め時における代替路線としての役割

を果たします。 

 

 ■位置図 
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■事業概要図 

 

至北檜山
市街地

至大成
市街地

北檜山町
大成町

水垂岬

日昼部

舟隠 尾花岬

太田

日本海

再評価対象区間　（開発道路区間　L=9.6km）
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（２）計画の概要 

① 起点     ：北海道
ほっかいどう

瀬棚
せた な

郡北
ぐんきた

檜山町
ひやまちょう

字
あざ

新成
しんせい

４２５番地 

  終点     ：北海道
ほっかいどう

久遠郡
くどうぐん

大成町
たいせいちょう

字
あざ

太田
おお た

８６番地 

② 計画延長   ：９．６ｋｍ 

③ 幅員     ：８．０ｍ 

④ 構造規格   ：３種４級 

⑤ 設計速度   ：４０km/h 

⑥ 車線     ：２車線 

⑦ 事業主体   ：北海道開発局 

 

■標準横断図 

 

 

 

 

（３）経緯 

昭和４７年度    開発道路指定 

    事業化 

    用地補償着手 

昭和４９年度    工事着手 

平成７～１２年度  部分引継ぎ Ｌ＝２．４ｋｍ 

 

5.501.25 1.25

8.00

車道 路肩 路肩 

単位（ｍ） 
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２．事業の必要性等 

事業の効果や必要性を評価するための指標 

 
政策目標 　指　　　標

(1) 円滑なモビリ 1 ● 現道等の年間渋滞損失額（人・時間）及び削減率

ティの確保 2 □ 現道等における混雑時旅行速度が20km/h未満である区間の旅行速度の改善が期待される

3 □
現道又は並行区間等における踏切交通遮断量が10,000台時/日以上の踏切道の除却もしくは交通改善が期
待される

4 ■ 現道等に、当該路線の整備により利便性の向上が期待できるバス路線が存在する

5 □ 新幹線駅もしくは特急停車駅へのアクセス向上が見込まれる

6 □ 第一種空港、第二種空港、第三種空港もしくは共用飛行場へのアクセス向上が見込まれる

(2) 物流の効率化 1 □ 重要港湾もしくは特定重要港湾へのアクセス向上が見込まれる

の支援 2 ■ 農林水産業を主体とする地域において農林水産品の流通の利便性が向上

3 □ 現道等における、総重量25tの車両もしくはISO規格背高海上コンテナ輸送車が通行できない区間を解消する

(3) 都市の再生 1 □ 都市再生プロジェクトを支援する事業である

2 □ 広域道路整備基本計画に位置づけのある環状道路を形成する

3 □ 市街地再開発、区画整理等の沿道まちづくりとの連携あり

4 □ 中心市街地内で行う事業である

5 □ 幹線都市計画道路網密度が1.5km/km2以下である市街地内での事業である

6 □ DID区域内の都市計画道路整備であり、市街地の都市計画道路網密度が向上する

7 □
対象区間が現在連絡道路がない住宅宅地開発(300戸以上又は16ha以上、大都市においては100戸以上又は5ha
以上)への連絡道路となる

(4) 国土地域のネッ 1 □ 地域高規格道路の位置づけあり

トワークの構築 2 □ 当該路線が隣接した日常活動圏中心都市間を最短時間で連絡する路線を構成する

3 ■ 現道等における交通不能区間を解消する

4 □ 現道等における大型車のすれ違い困難区間を解消する

5 □ 日常活動圏の中心都市へのアクセス向上が見込まれる

(5) 個性ある 1 □ 鉄道や河川等により一体的発展が阻害されている地区を解消する
地域の形成 2 ■ 拠点開発プロジェクト、地域連携プロジェクト、大規模イベントを支援する

3 ■ 主要な観光地へのアクセス向上が期待される

4 □ 特別立法に基づく事業である

5 □ 新規整備の公共公益施設へ直結する道路である

(1)
歩行者・自転車
のための生活空
間の形成

1 □
自転車交通量が500台/日以上、自動車交通量が1,000台/12h以上、歩行者交通量が500人/日以上の全てに該
当する区間において、自転車利用空間を整備することにより、当該区間の歩行者・自転車の通行の快適・安全性
の向上が期待できる

2 □ 交通バリアフリー法に基づく重点整備地区における特定経路を形成する区間が新たにバリアフリー化される。

(2) 無電柱化による 1 □ 対象区間が電線類地中化５ヶ年計画に位置づけ有り

美しい町並みの
形成

2 □
市街地又は歴史景観地区（歴史的風土特別保存区域及び重要伝統的建造物保存地区）の幹線道路において新
たに無電柱化を達成する

(3)
安全で安心でき
るくらしの確保

1 ■ 二次医療施設へのアクセス向上が見込まれる

(1)
安全な生活環境
の確保

1 □
現道等に死傷事故率が500件/億台キロ以上である区間が存する場合において、交通量の減少、歩道の設置又
は線形不良区間の解消等により、当該区間の安全性の向上が期待できる

2 □
当該区間の自動車交通量が1000台/12h以上(当該区間が通学路である場合は500台/12h以上)かつ歩行者交通
量100人/日以上(当該区間が通学路である場合は学童、園児が40人/日以上)の場合、又は歩行者交通量500人/
日以上の場合において、歩道が無い又は狭小な区間に歩道が設置される。

(2) 災害への備え 1 ■ 近隣市へのルートが１つしかなく、災害による１～２箇所の道路寸断で孤立化する集落を解消する

2 □
対象区間が、都道府県地域防災計画、緊急輸送道路ネットワーク計画又は地震対策緊急整備事業計画に位置
づけがある、又は地震防災緊急事業五ヶ年計画に位置づけのある路線（以下「緊急輸送道路」という）として位置
づけあり

3 ■ 緊急輸送道路が通行止になった場合に大幅な迂回を強いられる区間の代替路線を形成する

4 □
現道等の防災点検又は震災点検要対策箇所もしくは架替の必要のある老朽橋梁における通行規制等が解
消される

5 □ 現道等の事前通行規制区間、特殊通行規制区間又は冬期交通障害区間を解消する

6 □ 避難路へ1km以内で到達できる地区が新たに増加する

7 □ 幅員6m以上の道路がないため消火活動ができない地区が解消する

(1) 地球環境の保全 1 ● 対象道路の整備により、削減される自動車からのCO2排出量

(2) 生活環境の 1 ● 現道等における自動車からのNO2排出削減率

改善・保全 2 ● 現道等における自動車からのSPM排出削減率

3 □
現道等で騒音レベルが夜間要請限度を超過している区間について、新たに要請限度を下回ることが期待される区
間がある

4 □ その他、環境や景観上の効果が期待される

(1) 他のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 1 □ 道路の整備に関するプログラム又は都市計画道路整備プログラムに位置づけられている

との関係 2 □ 関連する大規模道路事業と一体的に整備する必要あり

3 □ 他機関との連携プログラムに位置づけられている

(2) その他 1 ■
その他、対象地域や事業に固有の事情等、以上の項目に属さない効果が見込まれる
①「広域行政サービスの支援」

※●は定量的に評価を行う指標

Ⅴ
そ
の
他

Ⅰ
活
力

Ⅱ
く
ら
し

Ⅲ
安
全

Ⅳ
環
境
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（１）事業を巡る社会経済情勢等の変化 
 

客観的評価指標① 

「現道等における交通不能区間を解消する」 

北檜山大成線の整備により、瀬棚郡北檜山町新成と久遠郡大

成町太田間の交通不能区間が解消され、沿岸地域の漁港集落を

はじめとした地域間交流が活性化されます。 

 

 

 
 

北檜山町

大成町

北檜山町　新成

大成町　太田

通
行
不
能
区
間
解
消

229

230

久遠小学校

若松小学校

玉川小学校

太櫓小学校

北檜山小学校

二股小学校

平田内小学校

大成中学校

北檜山中学校

若松中学校

丹羽中学校

大成町役場

北檜山町役場

鵜泊漁港

太櫓漁港

太田漁港

上浦漁港

久遠漁港

宮野漁港

再評価対象区間 L=9.6Km

一
般
道
道
北
檜
山
大
成
線
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客観的評価指標② 

「農林水産業を主体とする地域における農林水産品の流通の利

便性向上が見込まれる」 

■水産物の流通の向上 

大成町は、いか、ウニ、アワビをはじめ豊富な海産資源に恵

まれ、年間水揚高は約１１億円と、漁業は町の基幹産業となっ

ています。また、北檜山大成線沿いにある漁港からの年間総水

揚高は、町全体の約 8割を占めています。 

本路線が開通することにより、水産物を札幌圏へ流通する際

に効率的な集配を行うことができるとともに、15 分の時間短縮

が図れるなど、地域産業の活性化に大きく貢献することが期待

されます。 

北檜山町

大成町

5
277

229

230

5

37

札幌圏へ1240t
（北檜山大成線沿いの漁港
　からの水揚量）

15分の時間短縮15分の時間短縮

北
海
道
縦
貫
自
動
車
道

渡島半島横断道路

大成町役場

北檜山町役場

鵜泊漁港

太櫓漁港

太田漁港

上浦漁港
久遠漁港

宮野漁港
平浜漁港

白泉漁港

製造業
6%

建設業
24%

サービス業
24%

小売業
14%

その他
14%

出典：平成 12 年度国勢調査 出典：平成 14 年度大成町漁港別生産高調べ 

その他の漁港 

17.0%

北檜山大成線沿いの漁港 
(太田漁港･上浦漁港･久遠漁港) 

83.0% 

漁業 
18% 

4300t 

出典：大成町役場 

大成町就業者構成比 大成町年間総水揚量 

1130 人 
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出典：北部檜山衛生センター組合提供資料

ゴミ収集経路の変化 

客観的評価指標③ 

「その他対象地域や事業に固有の事情等、以上の項目に属さな

い効果が見込まれる」 

■広域行政サービスの支援 

北檜山町、大成町では、周辺の瀬棚町及び今金町とともに消

防活動やごみ収集などといった広域連携事業を進めておりま

す。 

北檜山大成線の整備により、災害時・救急時に町界を越えた

スムーズな支援体制が可能になるとともに、ごみ収集経路がル

ープ状に形成されるなど、業務の効率化に貢献できます。 

 

 

 

北檜山町

大成町

229

230

大成町役場

北檜山町役場

北部檜山衛生
センター組合

瀬棚町

今金町

北檜山町

大成町

北部檜山衛生センター組合ごみ受入量（H14）

現在の状況 整備後 

業
務
の
効
率
化
の
支
援 

3,337

3,864

1,329
1,151

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

今金町 北檜山町 瀬棚町 大成町

ご
み
受
入
量

 
瀬棚町 

大成町 

北檜山町 今金町

 

○ 広域行政組合消防本部 

 各町間に渡る広域的連携により町境を越えた効率的な消化活動が可能に 

○ 北部檜山衛生センター組合 

 北檜山町に広域処理施設を集約し、効率的運用が図られている 

○ 介護保険事業に関する広域連合（仮称:檜山北部広域連合） 

 地域の実情に応じた広域的な行政の推進を図り、介護認定審査会の設置･運

営に関すること、保険･医療･福祉の広域化の推進に関することを処理する

◆ 広域連携事業の動き 

北檜山町

大成町

229

230

大成町役場

北檜山町役場

北部檜山衛生
センター組合

瀬棚町

今金町

北檜山町

大成町
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2003 年 9 月 14 日（日曜日） 

北海道新聞朝刊の抜粋 

229

230

共和

兜野

豊岡

太櫓

上浦 本陣

都

久遠

花歌

富磯

新成

太田集落
66人

宮野

229

230

共和

兜野

豊岡

太櫓

上浦 本陣

都

久遠

花歌

富磯

新成

太田集落
66人

宮野

出典：大成町役場

現在の状況 

客観的評価指標④ 

「近隣市へのルートが１つしかなく、災害による１～２箇所の

道路寸断で孤立化する集落を解消する」 

大成町字太田～冨磯（4.6km）は、異常気象時通行規制区間

となっており、過去５年間で 12 回全面通行止めが発生し、大

成町太田地区ではその度に孤立化の状態となっております。本

区間の開通により、全面通行止め時における太田地区の孤立化

が解消されます。 

 

 

 

整備後 

孤立化 

通行規制区間 通行規制区間 

孤
立
化
の
解
消
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北檜山町～大成町間の現状ルートと災害による 229 号通行規制時の迂回ルート 

出典：H11 道路交通センサス

出典：H11 道路交通センサス 出典：函館開発建設部 

客観的評価指標⑤ 

「緊急輸送道路が通行止になった場合に大幅な迂回を強いられ

る区間の代替路線を形成する」 

一次緊急輸送道路に指定されている国道 229 号のうち北檜山

町（国道 229 号・国道 230 号交点）～大成町間（国道 229 号・

北檜山大成線交点）で通行止めが発生した場合、現在は、国道 5

号を利用した大幅な迂回となっております。 

北檜山大成線の整備により、迂回時間の大幅な短縮が可能と

なり、大成町～北檜山町間のリダンダンシーが確保されます。 

 

 

 

 

八雲町

北檜山町

大成町

長万部町

熊石町

今金町

瀬棚町

5

277

229

230

迂回ルート
38km（50分）

現在の迂回ルート
R229⇒R277⇒R5⇒R230
117Km（176分）

現在の迂回ルート
R229⇒R277⇒R5⇒R230
117Km（176分）

緊急輸送道路　凡例

:一次緊急輸送道路

:二次緊急輸送道路

出典:函館開発建設部

通常ルート
25km（31分）

北檜山町～大成町間の時間距離

25km
(31分)

117km
(176分)

38km
(50分)

0

20

40

60

80

100

120

140

通常ルート 現在の迂回ルート 迂回ルート

km

国道 229 号の豪雨災害による土
砂崩れ（H11.7.31 北檜山町二股） 
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定灯籠 

客観的評価指標⑥ 

「主要な観光地へのアクセス向上が見込まれる」 

当路線沿いは檜山道立自然公園に指定されており、北檜山町

第 3期総合計画の中で、太櫓地区（共和、太櫓、新成）を海と

陸とが連携した観光・レクリエーションゾーンを形成する地区

として位置づけています。 

一方、大成町側では、透明度の優れた青い海と荒々しい断崖

絶壁のコントラストが楽しめる太田海岸や、北海道有数の古さ

を誇る灯台を復元した定灯籠等の魅力ある観光資源が海岸沿

いに点在しております。 

北檜山大成線の整備により、海沿いに点在する主要な観光資

源が連続的に結ばれることによる観光振興が期待されます。

229

230

共和

太櫓

太櫓地区
新成

大成町

北檜山町

自然休養村

太田神社本殿

太田神社
定灯籠

親子熊岩

太櫓海水浴場

太田海岸

太田山

太田神社本殿 

将来 

観光地が連続的に結ば

れる 

現在 

観光地が途切れている

14%

86%

海沿いのドライブ 

その他 

319 人 

出典：道の駅アンケート調査結果 

国道 229 号魅力度に影響する要因 

親子熊岩 

太田海岸 

観光客入れ込み数推移

109
117

123
131

124

48

65
59

70
75

北
檜
山
町

大
成
町

0

20

40

60

80

100

120

140

H10 H11 H12 H13 H14 凡例

千
人

出典：北海道観光入込客数調査報告書 

太櫓海水浴場 

自然休養村 

太田神社 

海
岸
観
光
ル
ー
ト

の
形
成
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出典：H15 年度事業所インタビュー調査結果

出典：函館バス時刻表、函館開発建設部

客観的評価指標⑦ 

「現道等に、当該路線の整備により利便性の向上が期待できる

バス路線が存在する」 

現在、北檜山町と大成町間におけるバス路線は2経路存在し、

北檜山町から大成町太田間を往復するのに142分を要していま

す。北檜山大成線が開通することにより、より効率的なバス路

線を形成することが可能になります。 

また、大成町太田地区の住民にとっては、当該地域の中心地

である北檜山町までのバスの所要時間が現在の71分から39分

に短縮されることから、通院や買い物など日常生活における利

便性の向上が期待されます。 

北檜山大成線が開通すれば、 

北檜山町～北檜山町鵜泊団地線の見直しによる 

バス路線の効率化が図られる。 

函館バス バス事業部 営業課 係長談

バス会社の声 

至瀬棚 

太田 

北
檜
山

至函館 

至長万部 

北
檜
山

至函館 

至長万部 

鵜泊団地 

至瀬棚 

太田 

鵜泊団地 

現在 

 不通区間の解消により 

バス路線の効率化が可能に 

整備後 

バス路線を 1経路
に統合可能 

北檜山⇄太田 
片道 71 分 

バス経路が 2経路 

北檜山 → 太田 → 北檜山
71 分  39 分 

現在 往復 142 分 整備後 110 分 
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客観的評価指標⑧ 

「二次医療施設へのアクセス向上が見込まれる」 

大成町には、二次医療施設が無く、高次医療に関しては、八

雲町及び函館市に依存しております。 

当該区間が開通した場合、渡島半島横断道路や北海道縦貫自

動車道を経由することで大成町から八雲町及び函館市までの

アクセス性が向上し救命率の向上が期待されます。 

 

 

 

228

278

5
227

277

229

230

函館・江差自動車道

渡島半島横断道路

北
海
道
縦
貫
自
動
車
道

八雲町

函館市

大成町太田

228

278

5
227

277

229

230

函館・江差自動車道

渡島半島横断道路

北
海
道
縦
貫
自
動
車
道

八雲町

函館市

大成町太田

大成町の二次搬送先

出典：H12 救急搬送 OD

その他
42%

八雲町
8%

函館市
50%

太田地区～八雲町 

95 分 

出典：H11 道路交通センサス 

太田地区～八雲町 

105 分 

太田地区～函館市 

175 分 
太田地区～函館市 

170 分

大成町太田地区から函館市及び八雲町までの移動時間の変化 

北檜山大成線:不通区間が解消されていない場合 北檜山大成線:全線開通時 

10 分短縮 

5 分短縮 
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客観的評価指標⑨ 

「拠点開発プロジェクト、地域連携プロジェクト、大規模イベ

ントを支援する」 

檜山地域及び北檜山大成線沿いにおいては、日本海岸の豊か

な自然や地理的条件を活かした地域プロジェクトが展開され

ています。 

北檜山大成線の整備は、これらの地域プロジェクトを交通面

で支援します。 

 

■地域プロジェクトの概要 

地域ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ名 
対象 
自治体 

計画 
期間 

プロジェクトの目的・概要 

合宿の里整備事業 北檜山町
 

H６～ 

合宿の里整備事業では、平成
６年度から屋内・屋外におけ
る各種スポーツ施設の整備と
併せ、豊富な自然資源を活か
した観光プロジェクトや自然
体験学校の開設などに取り組
んでおり、文化・スポーツ・
研修・体験・休養などを重視
した「合宿の里づくり」を進
めている。 

中心市街地地区シーサイドタウン
構想 

大成町 H4～ 

町役場など公共施設が集積す
る中心市街地地区について、
久遠漁港の拡張に併せた養殖
場や蓄養施設の整備、海をテ
ーマとした公園の整備をはじ
め、バリアフリー対応の公営
住宅の整備を行っている。ま
た、中心街としての魅力を高
め町のアピール拠点とするた
めに、シンボルロードやショ
ッピングモールの整備にも取
り組んでいる。 

パートナーシッププロジェクト 
アクセス檜山 10 すくらむプロジェ
クト 

檜山管内
10 町 

H10～ 

恵まれた地域資源を活かした
特色ある観光資源の充実のほ
か、観光関連施設の整備、ホ
ームページやＡＭラジオ、コ
ミュニティーＦＭラジオを利
用した広域的な観光情報の発
信などに取り組んでいる。 

出典：2003 道南プロジェクトガイド、函館開発建設部
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地域プロジェクト 

出典：2003 道南プロジェクトガイド

    函館開発建設部 
アクセス檜山 10 すくらむプロジェクト概念図

出典：2003 第 3 次北海道長期総合計画

 

 

 

 

 

 

 

 

瀬棚町

今金町

熊石町

乙部町

江差町

奥尻町

北檜山町

上ノ国町

厚沢部町

大成町

・養殖施設等の整備

・養殖施設等の整備

・養殖施設等の整備

・太櫓サンセットヒルズ
　公園等の整備

・資料館の整備
・海洋性レクリエーション
　施設等の整備
・島のシンボル整備
・養殖施設等の整備

・鶉ダム周辺整備

・複合温泉施設の整備
・海洋性レクリエーション
　施設の整備

・複合コミュニティー施設の建設
・生活環境保全林の整備

・美利河遺跡公園整備
・コンベンション機能を備えた施設の整備

・歴史を生かしたまちづくり
　拠点施設の整備
・街路の整備
・景観の整備

230

229

277

227
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（２）事業の投資効果 

費用便益分析の結果（事業全体） 

① 費 用 

 事業費 維持管理費 合  計 

基 準 年 平成 15 年度 

単 純 合 計 224 億円 15 億円 238 億円

基準年における 

現在価値（Ｃ） 
322 億円 7億円 328 億円

 

② 便 益 

 走行時間 

短縮便益 

走行費用 

短縮便益 

交通事故 

減少便益 
合 計 

基 準 年 平成 15 年度 

単 年 便 益 

（初年度便益） 
18 億円 1億円 0億円 19 億円

基準年における 

現在価値（Ｂ） 
331 億円 19 億円 4億円 354 億円

 

③ 結 果 

費用便益費（Ｂ／Ｃ） 1.1 

 
注）費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。 

 

④ 感度分析 

変 動 要 因 基準値 変動ケース 費用便益費（Ｂ／Ｃ）

交 通 量 1,650 台 ±１０％ 0.9～1.2 

事 業 費 224 億円 ±１０％ 1.0～1.1 

事 業 期 間 35 年 -２～+７年 0.8～1.1 

 

様式記入上の留意点 

１．費用及び便益額は整数止（費用･便益の額によって小数点以下２桁）とする。 

２．費用便益比は少数点以下１桁とする。 

３．単年便益（初年便益）は４月１日供用を前提として算出 
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費用便益分析の結果（残事業） 

① 費 用 

 事業費 維持管理費 合  計 

基 準 年 平成 15 年度 

単 純 合 計 49 億円 15 億円 64 億円

基準年における 

現在価値（Ｃ） 
45 億円 7億円 52 億円

 

② 便 益 

 走行時間 

短縮便益 

走行費用 

短縮便益 

交通事故 

減少便益 
合 計 

基 準 年 平成 15 年度 

単 年 便 益 

（初年度便益） 
18 億円 1億円 0億円 19 億円

基準年における 

現在価値（Ｂ） 
331 億円 19 億円 4億円 354 億円

 

③ 結 果 

費用便益費（Ｂ／Ｃ） 6.8 

 
注）費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。 
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（３）事業の進捗状況 
一般道道北檜山大成線は、平成１５年度末で用地進捗率８

５%、事業進捗率７９%です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計 １００％ 

 

測量・地質調査 １００％ 

 

用地進捗率 ８５％ 

 

事業進捗率 ７９％ 

平成１５年度末 

※用地進捗率は用地補償費投入ベース 

※事業進捗率は事業費投入ベース 

 
凡例：数字は進捗率 

現在の状況 

太田神社

至 大成町市街至 大成町市街

太田漁港

至 北檜山町
　 新成地区
至 北檜山町
　 新成地区

再
評
価
対
象
区
間

至北檜山
市街地

至大成
市街地

北檜山町
大成町

水垂岬

日昼部

舟隠 尾花岬

太田

日本海

再評価対象区間　L=9.6km

開発道路区間

引継済区間
L=2.0km

引継済区間
L=0.4km

暫定改良済区間 北成トンネル 暫定改良済区間

現在掘削中
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３．事業の進捗の見込み 

本事業においては、昭和４９年度より不通区間の工事に着手

し、平成１５年度までに、2.4Km の区間を北海道に引き継いで

います。 

今後は引き続き用地補償及び現在施工中の北成トンネルな

どの工事を促進し、平成１８年頃の全線引き継ぎを目指します。 

 

 

 

 

至北檜山
市街地

至大成
市街地

北檜山町
大成町

水垂岬

日昼部

舟隠 尾花岬

太田

日本海

再評価対象区間　L=9.6km

開発道路区間

引継済区間
L=2.0km

引継済区間
L=0.4km
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４．コスト縮減や代替案立案等の可能性 

本事業においては、平成９年度より、以下のコスト縮減対策

に取り組んでいます。 

 
施  策  名 内            容 

建設副産物対策 ・ 再生骨材の活用 

技術開発の推進 ・ 新工法の採用（補助ベンチ付き全断面掘削工法など） 

 また、平成１５年度からはこれまでの取り組みを継続実施す

ることに加え、公共事業の全てのプロセスをコストの観点から

見直す「国土交通省公共事業コスト構造改革プログラム」に取

り組むこととなり、本事業においても以下について取り組むこ

ととしています。 

 

■具体的なコスト縮減対策 

・トンネル掘削土の一部を事業区間内の落石防護土堤として

有効利用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

土捨場

北成トンネル

土捨場

北成トンネル

ＣＬ
土堤

従来 対策後
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５．関係する地方公共団体等の意見 
（１）関係する期成会の要望経緯 

地元自治体で構成される期成会より、事業促進を要望されて

います。 

 

期成会名称 会長 主な構成メンバー 備考 

檜山総合 

開発期成会 

 

瀬棚町長 

平田泰雄 

 

江差町、上ノ国町、 

厚沢部町、乙部町、熊石町、

大成町、奥尻町、瀬棚町、 

北檜山町、今金町の 

首長及び議会議長 

要望内容： 

「整備促進」 

平成 15 年度 

要望有 

北檜山町 

 

北檜山町長 

内田東一 

北檜山町の首長及び 

議会議長 

要望内容： 

「整備促進」 

平成 15 年度 

要望有 

 

（２）北海道知事からの意見 

北海道知事からは、下記の意見が出されています。 

 

「一般道道北檜山大成線は、日本海側で唯一の不通区間を解

消し、北檜山町と大成町を結び、物流、観光などの交流･連携を

促進し、地域の活性化に寄与する路線であると認識している。 

事業の進捗も順調であり、概ね５年以内の完成が見込まれる

ことから、開発道路の事業継続を要望する。」 



様式－２

費用便益分析の結果

路線名 事業名 延長 事業種別 現拡・ＢＰの別

一般道道 北檜山大成線 Ｌ＝９．６ｋｍ 一次改築 ＢＰ

計画交通量
(台/日)

車線数 事業主体

1,650 2 北海道開発局

① 費　用

改　築　費 維持修繕費 合　　計

基 準 年 平成１５年度

単純合計 224億円 15億円 238億円 

うち残事業分 49億円 15億円 64億円 

基準年における
現在価値 (Ｃ)

322億円 7億円 328億円 

うち残事業分 45億円 7億円 52億円 



② 便　益

走行時間
短縮便益

走行費用
短縮便益

交通事故
減少便益

合　　計

基 準 年 平成１５年度

供 用 年 平成１９年度

単年便益
（初年便益）

18億円 1億円 0億円 19億円 

基準年における
現在価値 (Ｂ)

331億円 19億円 4億円 354億円 

うち残事業分 331億円 19億円 4億円 354億円 

③ 結　果

注）費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

④ 感 度 分 析 （事業全体を対象）

変動要因 基準値 変動ケース

交通量 1,650 ±10％

事業費 224億円 ±10％

事業期間 35年 －2～＋7年

費用便益比（事業全体） 1.1

費用便益比（Ｂ／Ｃ）

0.9～1.2

1.0～1.1

0.8～1.1

費用便益比（残事業） 6.8



交通状況の変化

（推計時点    Ｈ４２年）

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

走行時間費用 [億円/年]

走行時間短縮便益 [億円/年]

※１： 交通量については、当該道路内の平均値または代表的な値を記載する。

※２： 走行時間については、配分計算結果を用いる場合と当該道路の代表的な速度から算出する場合がある。　

※３： 走行時間費用については、費用便益分析マニュアルに従い車種別、区間別に算出したものの合計値である。

※４： 主な周辺道路については、当該事業により大きな変化が生じる道路について３～５路線程度以内で記載する。

※ 四捨五入の関係で合計値が合わない場合がある。

4.71

53266.43

53319.71 53300.49 19.22

53267.64

走行時間費用
整備なし(A)

走行時間費用
整備あり(B)

走行時間短縮便
益

8.22

11.32

18.75

3,000

12

整備あり(B)整備なし(A)

0

様式－３①
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②主な周
辺道路

国道229
号②：
5.9ｋｍ

3,700

13 11

22.00 13.64

事業名：一般道道北檜山大成線（事業全体）

国道229
号③：
9.2ｋｍ

5,200

①新設・改築道路
[バイパス等]
：9.6ｋｍ

合計：21502.6km

③その他道路合計
：21468.0ｋｍ

現道(国
道229号
①)：9.9
ｋｍ



【 図面（①、②に該当する道路を明示すること）】

事業名：一般道道北檜山大成線（事業全体）

大成町大成町大成町大成町大成町大成町大成町大成町大成町

北檜山町北檜山町北檜山町北檜山町北檜山町北檜山町北檜山町北檜山町北檜山町

大成町役場

瀬棚町役場

北檜山町役場

今金町役場



交通状況の変化

（推計時点    Ｈ４２年）

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

走行時間費用 [億円/年]

走行時間短縮便益 [億円/年]

※１： 交通量については、当該道路内の平均値または代表的な値を記載する。

※２： 走行時間については、配分計算結果を用いる場合と当該道路の代表的な速度から算出する場合がある。　

※３： 走行時間費用については、費用便益分析マニュアルに従い車種別、区間別に算出したものの合計値である。

※４： 主な周辺道路については、当該事業により大きな変化が生じる道路について３～５路線程度以内で記載する。

国道229
号③：
9.2ｋｍ

5,200 3,700

13 11

22.00 13.64

①新設・改築道路
[バイパス等]
：9.6ｋｍ

合計：21502.6km

③その他道路合計
：21468.0ｋｍ

現道(国
道229号
①)：9.9
ｋｍ

②主な周
辺道路

国道229
号②：
5.9ｋｍ

0

10

1,400

0.00

3,200

18

14

16

1,600

7.49

整備あり(B)整備なし(A)

0

様式－３①

1,700

18.75

3,000

12

8.22

11.32

19.22

53267.64

走行時間費用
整備なし(A)

走行時間費用
整備あり(B)

走行時間短縮便
益

事業名：一般道道北檜山大成線（残事業）

※ 四捨五入の関係で合計値が合わない場合がある。

4.71

53266.43

53319.71 53300.49



【 図面（①、②に該当する道路を明示すること）】

事業名：一般道道北檜山大成線（残事業）

大成町大成町大成町大成町大成町大成町大成町大成町大成町

北檜山町北檜山町北檜山町北檜山町北檜山町北檜山町北檜山町北檜山町北檜山町

大成町役場

瀬棚町役場

北檜山町役場

今金町役場



様式－３②

費用便益分析の条件

事業名： 北檜山大成線

（２）
項目 チェック欄

費用便益分析マニュアル

（平成１５年８月　国土交通省　道路局　都市・地域整備局）

その他 □

分析対象期間 ４０年間

社会的割引率 ４％

基準年次 平成１５年
１時点のみ推計 ■（　Ｈ４２　）
複数時点での推計 □

整備の有無それぞれで交通流を推計 ■

整備の有無のいずれかのみ推計 □ 有　　　□ 無

道路交通センサスをベースとした自動車ＯＤ表

（三段階推定法）

パーソントリップ調査をベースとした自動車ＯＤ表

（四段階推定法）

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

交 　　　無 ■

通 　　　有 □

流 考慮した開発交通量（トリップ数） （　　）台ﾄﾘｯﾌﾟ/日

推 考慮した理由を記載

計

Ｑ－Ｖ式を用いた配分 □

転換率式を用いた配分 □

均衡配分（リンクパフォーマンス関数を用いた配分） □

簡易手法 □

小規模事業である □

山間部海岸部で併行道路が少ない □

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

その他（Ｑ－Ｖ式と転換率式の組合せによる配分　） ■

各回の配分終了時の速度を交通量でウェイト付け

して設定
採用理由を記載

最終配分の速度 ■
採用理由を記載

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

配分交通量の
推計手法

推計の状況

開発交通量の
考慮

□

速度設定の
考え方

交通容量超過時の最低速度が最高速度の１/２と比較的高い設定であるため。

■

■
（Ｈ１１センサス）

□

簡易手法の
場合

有の場合のみ

交通流の
推計時点

算出マニュアル

分析の基本的事項

推計に用いた
ＯＤ表



事業名： 北檜山大成線

（３）
項目 チェック欄

考慮しない □

考慮する ■

面的に考慮 ■

線 □

採用した休日係数 （１０４%）

■

□

便 費用便益分析マニュアルの値を使用 ■

益 独自に設定した値を使用 □

の

算

定 費用便益分析マニュアルの値を使用 ■

独自に設定した値を使用 □
　算出根拠を添付すること

中央分離帯の有無を考慮 □

中央分離帯の有無を考慮しない ■

考慮しない ■

考慮する □
　（考慮の場合、算出根拠を添付すること）

その他

詳細事業計画による値を採用 □

標準投資パターンを採用 ■

費 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

用 費用便益分析マニュアルの値を使用 ■

の 事務所等の実績値より設定 □

算 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

定 積雪地域または寒冷地域である ■

その他

４．その他

　　上記のほか、Ｂ／Ｃの算定にあたっての問題点があれば、記述。

平成１５年８月１２日付け事務連絡に基づく設定

その他
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

事業費

維持管理費

時間短縮・費用減
少・事故減少以外

の便益

なお、休日の乗用車類の時間評価値原単位は、平成11年度道路交通センサスにおけ
る平均乗車人員の差から1.4倍とした。（平日：1.37人/台、休日：1.87人/台）

雪寒費

休日交通の
影響

交通流推計の
時点以外の
便益の算定

車種別時間
価値原単位

車種別走行
経費原単位

交通事故減少
便益算定

考慮する
場合のみ

休日係数を考慮した理由および採用した休日係数の考え方を記載
北海道の道路においては観光目的の交通など休日の交通状況が平日の交通
状況と異なる。そのため、沿道状況別に休日交通を考慮した。休日係数は、平
成11年度道路交通センサスにおける北海道平地部平均の平日休日交通量比
1.04を採用した。



Ｂ様式－４

費用の現在価値算定表（事業全体） 維持修繕費の単純単価の算出(消費税相当額含む)

採用単価の根拠　都道府県道（一般都道府県道）

箇所名：一般道道北檜山大成線 単価(億円) 延長(㎞) 単純価値(億円)

0.041 9.58 0.39278
年度 割戻率 事業費（億円） 維持修繕費（億円）

年次 単純価値 現在価値 単純価値 現在価値
－３５年目 Ｓ 47 3.3731 0.01 0.04 0.00 0.00
－３４年目 Ｓ 48 3.2434 0.01 0.02 0.00 0.00
－３３年目 Ｓ 49 3.1187 0.68 2.13 0.00 0.00
－３２年目 Ｓ 50 2.9987 0.30 0.90 0.00 0.00
－３１年目 Ｓ 51 2.8834 0.66 1.91 0.00 0.00
－３０年目 Ｓ 52 2.7725 1.51 4.18 0.00 0.00
－２９年目 Ｓ 53 2.6658 2.15 5.73 0.00 0.00
－２８年目 Ｓ 54 2.5633 1.47 3.76 0.00 0.00
－２７年目 Ｓ 55 2.4647 2.21 5.45 0.00 0.00
－２６年目 Ｓ 56 2.3699 2.45 5.79 0.00 0.00
－２５年目 Ｓ 57 2.2788 1.90 4.32 0.00 0.00
－２４年目 Ｓ 58 2.1911 3.02 6.61 0.00 0.00
－２３年目 Ｓ 59 2.1068 3.78 7.97 0.00 0.00
－２２年目 Ｓ 60 2.0258 4.74 9.59 0.00 0.00
－２１年目 Ｓ 61 1.9479 10.21 19.89 0.00 0.00
－２０年目 Ｓ 62 1.8730 10.77 20.17 0.00 0.00
－１９年目 Ｓ 63 1.8009 8.83 15.91 0.00 0.00
－１８年目 H 1 1.7317 8.42 14.58 0.00 0.00
－１７年目 H 2 1.6651 6.97 11.61 0.00 0.00
－１６年目 H 3 1.6010 7.80 12.49 0.00 0.00
－１５年目 H 4 1.5395 14.46 22.26 0.00 0.00
－１４年目 H 5 1.4802 11.22 16.60 0.00 0.00
－１３年目 H 6 1.4233 8.01 11.41 0.00 0.00
－１２年目 H 7 1.3686 10.62 14.53 0.00 0.00
－１１年目 H 8 1.3159 7.37 9.70 0.00 0.00
－１０年目 H 9 1.2653 4.49 5.67 0.00 0.00
－９年目 H 10 1.2167 5.10 6.21 0.00 0.00
－８年目 H 11 1.1699 3.54 4.14 0.00 0.00
－７年目 H 12 1.1249 3.32 3.73 0.00 0.00
－６年目 H 13 1.0816 3.82 4.13 0.00 0.00
－５年目 H 14 1.0400 10.25 10.66 0.00 0.00
－４年目 H 15 1.0000 14.50 14.50 0.00 0.00
－３年目 H 16 0.9615 15.48 14.88 0.00 0.00
－２年目 H 17 0.9246 15.48 14.31 0.00 0.00
－１年目 H 18 0.8890 17.98 15.98 0.00 0.00

供用開始年次 H 19 0.8548 0.00 0.00 0.37 0.32
１年目 H 20 0.8219 0.00 0.00 0.37 0.31
２年目 H 21 0.7903 0.00 0.00 0.37 0.30
３年目 H 22 0.7599 0.00 0.00 0.37 0.28
４年目 H 23 0.7307 0.00 0.00 0.37 0.27
５年目 H 24 0.7026 0.00 0.00 0.37 0.26
６年目 H 25 0.6756 0.00 0.00 0.37 0.25
７年目 H 26 0.6496 0.00 0.00 0.37 0.24
８年目 H 27 0.6246 0.00 0.00 0.37 0.23
９年目 H 28 0.6006 0.00 0.00 0.37 0.22
１０年目 H 29 0.5775 0.00 0.00 0.37 0.22
１１年目 H 30 0.5553 0.00 0.00 0.37 0.21
１２年目 H 31 0.5339 0.00 0.00 0.37 0.20
１３年目 H 32 0.5134 0.00 0.00 0.37 0.19
１４年目 H 33 0.4936 0.00 0.00 0.37 0.18
１５年目 H 34 0.4746 0.00 0.00 0.37 0.18
１６年目 H 35 0.4564 0.00 0.00 0.37 0.17
１７年目 H 36 0.4388 0.00 0.00 0.37 0.16
１８年目 H 37 0.4220 0.00 0.00 0.37 0.16
１９年目 H 38 0.4057 0.00 0.00 0.37 0.15
２０年目 H 39 0.3901 0.00 0.00 0.37 0.15
２１年目 H 40 0.3751 0.00 0.00 0.37 0.14
２２年目 H 41 0.3607 0.00 0.00 0.37 0.13
２３年目 H 42 0.3468 0.00 0.00 0.37 0.13
２４年目 H 43 0.3335 0.00 0.00 0.37 0.12
２５年目 H 44 0.3207 0.00 0.00 0.37 0.12
２６年目 H 45 0.3083 0.00 0.00 0.37 0.12
２７年目 H 46 0.2965 0.00 0.00 0.37 0.11
２８年目 H 47 0.2851 0.00 0.00 0.37 0.11
２９年目 H 48 0.2741 0.00 0.00 0.37 0.10
３０年目 H 49 0.2636 0.00 0.00 0.37 0.10
３１年目 H 50 0.2534 0.00 0.00 0.37 0.09
３２年目 H 51 0.2437 0.00 0.00 0.37 0.09
３３年目 H 52 0.2343 0.00 0.00 0.37 0.09
３４年目 H 53 0.2253 0.00 0.00 0.37 0.08
３５年目 H 54 0.2166 0.00 0.00 0.37 0.08
３６年目 H 55 0.2083 0.00 0.00 0.37 0.08
３７年目 H 56 0.2003 0.00 0.00 0.37 0.07
３８年目 H 57 0.1926 0.00 0.00 0.37 0.07
３９年目 H 58 0.1852 0.00 -0.06 0.37 0.07
  合　計 223.52 321.73 14.96 6.58

単純事業費計 223.52 14.96

注１）事業費の投資パターンは、費用便益分析の計算条件として設定した標準的な投資パターンであり、
　　　必ずしも全体の予算制約等を踏まえたものではない。
　　　このため、毎年度の予算の状況や、用地・工事の進捗により、実際の事業展開とは異なることがある。
　　　（投資パターンの変化による費用便益分析結果への影響等については、再評価及び事後評価として
　　　評価を実施。）
注２）評価対象期間最終年において、用地残存価値（割引後の用地費）を控除している。
注３）維持修繕費は便益算出マニュアルの参考値を基本としている。



Ｂ様式－４

費用の現在価値算定表（残事業） 維持修繕費の単純単価の算出(消費税相当額含む)

採用単価の根拠　都道府県道（一般都道府県道）

箇所名：一般道道北檜山大成線 単価(億円) 延長(㎞) 単純価値(億円)

0.041 9.58 0.39278
年度 割戻率 事業費（億円） 維持修繕費（億円）

年次 単純価値 現在価値 単純価値 現在価値
－３年目 H 16 0.9615 15.48 14.88 0.00 0.00
－２年目 H 17 0.9246 15.48 14.31 0.00 0.00
－１年目 H 18 0.8890 17.98 15.98 0.00 0.00

供用開始年次 H 19 0.8548 0.00 0.00 0.37 0.32
１年目 H 20 0.8219 0.00 0.00 0.37 0.31
２年目 H 21 0.7903 0.00 0.00 0.37 0.30
３年目 H 22 0.7599 0.00 0.00 0.37 0.28
４年目 H 23 0.7307 0.00 0.00 0.37 0.27
５年目 H 24 0.7026 0.00 0.00 0.37 0.26
６年目 H 25 0.6756 0.00 0.00 0.37 0.25
７年目 H 26 0.6496 0.00 0.00 0.37 0.24
８年目 H 27 0.6246 0.00 0.00 0.37 0.23
９年目 H 28 0.6006 0.00 0.00 0.37 0.22
１０年目 H 29 0.5775 0.00 0.00 0.37 0.22
１１年目 H 30 0.5553 0.00 0.00 0.37 0.21
１２年目 H 31 0.5339 0.00 0.00 0.37 0.20
１３年目 H 32 0.5134 0.00 0.00 0.37 0.19
１４年目 H 33 0.4936 0.00 0.00 0.37 0.18
１５年目 H 34 0.4746 0.00 0.00 0.37 0.18
１６年目 H 35 0.4564 0.00 0.00 0.37 0.17
１７年目 H 36 0.4388 0.00 0.00 0.37 0.16
１８年目 H 37 0.4220 0.00 0.00 0.37 0.16
１９年目 H 38 0.4057 0.00 0.00 0.37 0.15
２０年目 H 39 0.3901 0.00 0.00 0.37 0.15
２１年目 H 40 0.3751 0.00 0.00 0.37 0.14
２２年目 H 41 0.3607 0.00 0.00 0.37 0.13
２３年目 H 42 0.3468 0.00 0.00 0.37 0.13
２４年目 H 43 0.3335 0.00 0.00 0.37 0.12
２５年目 H 44 0.3207 0.00 0.00 0.37 0.12
２６年目 H 45 0.3083 0.00 0.00 0.37 0.12
２７年目 H 46 0.2965 0.00 0.00 0.37 0.11
２８年目 H 47 0.2851 0.00 0.00 0.37 0.11
２９年目 H 48 0.2741 0.00 0.00 0.37 0.10
３０年目 H 49 0.2636 0.00 0.00 0.37 0.10
３１年目 H 50 0.2534 0.00 0.00 0.37 0.09
３２年目 H 51 0.2437 0.00 0.00 0.37 0.09
３３年目 H 52 0.2343 0.00 0.00 0.37 0.09
３４年目 H 53 0.2253 0.00 0.00 0.37 0.08
３５年目 H 54 0.2166 0.00 0.00 0.37 0.08
３６年目 H 55 0.2083 0.00 0.00 0.37 0.08
３７年目 H 56 0.2003 0.00 0.00 0.37 0.07
３８年目 H 57 0.1926 0.00 0.00 0.37 0.07
３９年目 H 58 0.1852 0.00 -0.01 0.37 0.07
  合　計 48.94 45.17 14.96 6.58

単純事業費計 48.94 14.96

注１）事業費の投資パターンは、費用便益分析の計算条件として設定した標準的な投資パターンであり、
　　　必ずしも全体の予算制約等を踏まえたものではない。
　　　このため、毎年度の予算の状況や、用地・工事の進捗により、実際の事業展開とは異なることがある。
　　　（投資パターンの変化による費用便益分析結果への影響等については、再評価及び事後評価として
　　　評価を実施。）
注２）評価対象期間最終年において、用地残存価値（割引後の用地費）を控除している。
注３）維持修繕費は便益算出マニュアルの参考値を基本としている。



様式－５

便益の現在価値算定表（事業全体） 箇所名：一般道道北檜山大成線

合　　　計
総走行台ｷﾛの年次別伸び率 割引率 走行時間短縮便益(億円) 走行経費減少便益(億円)  事故損出費用(億円) (億円)

(北海道ﾌﾞﾛｯｸ) 現在価値 現在価値 現在価値 費用合計 現在価値
年次 乗用車類 貨物車類 全  車 (A) 乗用車 バ  ス 小型貨物 普通貨物 ①　計 ①×(A) 乗用車 バ  ス 小型貨物 普通貨物 ②　計 (A)×② ③ ③×(A) (①～③) 割戻率4%

供用開始年次 H 19 1.01133 0.99616 1.00728 0.8548 16.11 0.00 0.42 1.17 17.70 15.13 0.92 0.00 0.04 0.08 1.03 0.88 0.22 0.19 18.95 16.20
1年目 H 20 1.01120 0.99615 1.00723 0.8219 16.29 0.00 0.42 1.17 17.87 14.69 0.93 0.00 0.03 0.08 1.04 0.86 0.22 0.18 19.13 15.73
2年目 H 21 1.01108 0.99613 1.00718 0.7903 16.47 0.00 0.41 1.16 18.04 14.26 0.94 0.00 0.03 0.08 1.05 0.83 0.22 0.17 19.32 15.27
3年目 H 22 1.01096 0.99612 1.00712 0.7599 16.65 0.00 0.41 1.16 18.22 13.84 0.95 0.00 0.03 0.08 1.06 0.81 0.22 0.17 19.51 14.82
4年目 H 23 1.00713 0.99736 1.00464 0.7307 16.77 0.00 0.41 1.16 18.33 13.40 0.96 0.00 0.03 0.08 1.07 0.78 0.22 0.16 19.63 14.34
5年目 H 24 1.00708 0.99735 1.00461 0.7026 16.88 0.00 0.41 1.15 18.45 12.96 0.97 0.00 0.03 0.08 1.08 0.76 0.22 0.16 19.75 13.88
6年目 H 25 1.00703 0.99734 1.00459 0.6756 17.00 0.00 0.41 1.15 18.56 12.54 0.97 0.00 0.03 0.08 1.08 0.73 0.22 0.15 19.87 13.43
7年目 H 26 1.00698 0.99733 1.00457 0.6496 17.12 0.00 0.41 1.15 18.68 12.13 0.98 0.00 0.03 0.07 1.09 0.71 0.23 0.15 19.99 12.99
8年目 H 27 1.00693 0.99733 1.00455 0.6246 17.24 0.00 0.41 1.14 18.79 11.74 0.99 0.00 0.03 0.07 1.10 0.69 0.23 0.14 20.12 12.56
9年目 H 28 1.00689 0.99732 1.00453 0.6006 17.36 0.00 0.41 1.14 18.91 11.36 0.99 0.00 0.03 0.07 1.10 0.66 0.23 0.14 20.24 12.15
10年目 H 29 1.00684 0.99731 1.00451 0.5775 17.48 0.00 0.40 1.14 19.02 10.98 1.00 0.00 0.03 0.07 1.11 0.64 0.23 0.13 20.36 11.76
11年目 H 30 1.00679 0.99731 1.00449 0.5553 17.60 0.00 0.40 1.14 19.14 10.63 1.01 0.00 0.03 0.07 1.12 0.62 0.23 0.13 20.48 11.37
12年目 H 31 1.00675 0.99730 1.00447 0.5339 17.72 0.00 0.40 1.13 19.25 10.28 1.02 0.00 0.03 0.07 1.12 0.60 0.23 0.12 20.60 11.00
13年目 H 32 1.00670 0.99729 1.00445 0.5134 17.83 0.00 0.40 1.13 19.36 9.94 1.02 0.00 0.03 0.07 1.13 0.58 0.23 0.12 20.73 10.64
14年目 H 33 0.99969 0.99414 0.99837 0.4936 17.83 0.00 0.40 1.12 19.35 9.55 1.02 0.00 0.03 0.07 1.13 0.56 0.23 0.11 20.71 10.22
15年目 H 34 0.99969 0.99410 0.99837 0.4746 17.82 0.00 0.40 1.12 19.34 9.18 1.02 0.00 0.03 0.07 1.13 0.54 0.23 0.11 20.69 9.82
16年目 H 35 0.99969 0.99407 0.99837 0.4564 17.82 0.00 0.39 1.11 19.32 8.82 1.02 0.00 0.03 0.07 1.13 0.51 0.23 0.11 20.68 9.44
17年目 H 36 0.99969 0.99403 0.99837 0.4388 17.81 0.00 0.39 1.10 19.31 8.47 1.02 0.00 0.03 0.07 1.13 0.49 0.23 0.10 20.66 9.07
18年目 H 37 0.99969 0.99400 0.99836 0.4220 17.81 0.00 0.39 1.10 19.29 8.14 1.02 0.00 0.03 0.07 1.12 0.47 0.23 0.10 20.65 8.71
19年目 H 38 0.99969 0.99396 0.99836 0.4057 17.80 0.00 0.39 1.09 19.28 7.82 1.02 0.00 0.03 0.07 1.12 0.46 0.23 0.09 20.63 8.37
20年目 H 39 0.99969 0.99392 0.99836 0.3901 17.80 0.00 0.39 1.08 19.26 7.51 1.02 0.00 0.03 0.07 1.12 0.44 0.23 0.09 20.62 8.04
21年目 H 40 0.99969 0.99389 0.99835 0.3751 17.79 0.00 0.38 1.08 19.25 7.22 1.02 0.00 0.03 0.07 1.12 0.42 0.23 0.09 20.60 7.73
22年目 H 41 0.99969 0.99385 0.99835 0.3607 17.78 0.00 0.38 1.07 19.23 6.94 1.02 0.00 0.03 0.07 1.12 0.40 0.23 0.08 20.58 7.42
23年目 H 42 0.99969 0.99381 0.99835 0.3468 17.78 0.00 0.38 1.06 19.22 6.67 1.02 0.00 0.03 0.07 1.12 0.39 0.23 0.08 20.57 7.13
24年目 H 43 0.99801 0.99542 0.99743 0.3335 17.74 0.00 0.38 1.06 19.18 6.40 1.02 0.00 0.03 0.07 1.12 0.37 0.23 0.08 20.52 6.84
25年目 H 44 0.99801 0.99540 0.99742 0.3207 17.71 0.00 0.37 1.05 19.14 6.14 1.01 0.00 0.03 0.07 1.12 0.36 0.23 0.07 20.48 6.57
26年目 H 45 0.99801 0.99538 0.99741 0.3083 17.67 0.00 0.37 1.05 19.09 5.89 1.01 0.00 0.03 0.07 1.11 0.34 0.23 0.07 20.43 6.30
27年目 H 46 0.99800 0.99536 0.99741 0.2965 17.64 0.00 0.37 1.04 19.05 5.65 1.01 0.00 0.03 0.07 1.11 0.33 0.23 0.07 20.39 6.04
28年目 H 47 0.99800 0.99534 0.99740 0.2851 17.60 0.00 0.37 1.04 19.01 5.42 1.01 0.00 0.03 0.07 1.11 0.32 0.23 0.06 20.34 5.80
29年目 H 48 0.99799 0.99531 0.99739 0.2741 17.57 0.00 0.37 1.03 18.97 5.20 1.01 0.00 0.03 0.07 1.11 0.30 0.22 0.06 20.30 5.56
30年目 H 49 0.99799 0.99529 0.99738 0.2636 17.53 0.00 0.37 1.03 18.93 4.99 1.00 0.00 0.03 0.07 1.10 0.29 0.22 0.06 20.25 5.34
31年目 H 50 0.99799 0.99527 0.99738 0.2534 17.50 0.00 0.36 1.02 18.88 4.79 1.00 0.00 0.03 0.07 1.10 0.28 0.22 0.06 20.21 5.12
32年目 H 51 0.99798 0.99525 0.99737 0.2437 17.46 0.00 0.36 1.02 18.84 4.59 1.00 0.00 0.03 0.07 1.10 0.27 0.22 0.05 20.16 4.91
33年目 H 52 0.99798 0.99522 0.99736 0.2343 17.43 0.00 0.36 1.01 18.80 4.40 1.00 0.00 0.03 0.07 1.10 0.26 0.22 0.05 20.12 4.71
34年目 H 53 0.99706 0.99834 0.99734 0.2253 17.37 0.00 0.36 1.01 18.75 4.22 1.00 0.00 0.03 0.07 1.09 0.25 0.22 0.05 20.06 4.52
35年目 H 54 0.99705 0.99834 0.99734 0.2166 17.32 0.00 0.36 1.01 18.69 4.05 0.99 0.00 0.03 0.07 1.09 0.24 0.22 0.05 20.00 4.33
36年目 H 55 0.99704 0.99834 0.99733 0.2083 17.27 0.00 0.36 1.01 18.64 3.88 0.99 0.00 0.03 0.07 1.09 0.23 0.22 0.05 19.95 4.15
37年目 H 56 0.99703 0.99833 0.99732 0.2003 17.22 0.00 0.36 1.01 18.59 3.72 0.99 0.00 0.03 0.07 1.08 0.22 0.22 0.04 19.89 3.98
38年目 H 57 0.99702 0.99833 0.99732 0.1926 17.17 0.00 0.36 1.01 18.53 3.57 0.98 0.00 0.03 0.07 1.08 0.21 0.22 0.04 19.83 3.82
39年目 H 58 0.99701 0.99833 0.99731 0.1852 17.12 0.00 0.36 1.00 18.48 3.42 0.98 0.00 0.03 0.07 1.08 0.20 0.22 0.04 19.77 3.66

合　計 695.86 0.00 15.45 43.43 754.74 330.52 39.87 0.00 1.30 2.84 44.01 19.28 9.02 3.97 807.77 353.77

年度
（基準年）

H15



様式－５

便益の現在価値算定表（残事業） 箇所名：一般道道北檜山大成線

合　　　計
総走行台ｷﾛの年次別伸び率 割引率 走行時間短縮便益(億円) 走行経費減少便益(億円)  事故損出費用(億円) (億円)

(北海道ﾌﾞﾛｯｸ) 現在価値 現在価値 現在価値 費用合計 現在価値
年次 乗用車類 貨物車類 全  車 (A) 乗用車 バ  ス 小型貨物 普通貨物 ①　計 ①×(A) 乗用車 バ  ス 小型貨物 普通貨物 ②　計 (A)×② ③ ③×(A) (①～③) 割戻率4%

供用開始年次 H 19 1.01133 0.99616 1.00728 0.8548 16.11 0.00 0.42 1.17 17.70 15.13 0.92 0.00 0.04 0.08 1.03 0.88 0.22 0.19 18.95 16.20
1年目 H 20 1.01120 0.99615 1.00723 0.8219 16.29 0.00 0.42 1.17 17.87 14.69 0.93 0.00 0.03 0.08 1.04 0.86 0.22 0.18 19.13 15.73
2年目 H 21 1.01108 0.99613 1.00718 0.7903 16.47 0.00 0.41 1.16 18.04 14.26 0.94 0.00 0.03 0.08 1.05 0.83 0.22 0.17 19.32 15.27
3年目 H 22 1.01096 0.99612 1.00712 0.7599 16.65 0.00 0.41 1.16 18.22 13.84 0.95 0.00 0.03 0.08 1.06 0.81 0.22 0.17 19.51 14.82
4年目 H 23 1.00713 0.99736 1.00464 0.7307 16.77 0.00 0.41 1.16 18.33 13.40 0.96 0.00 0.03 0.08 1.07 0.78 0.22 0.16 19.63 14.34
5年目 H 24 1.00708 0.99735 1.00461 0.7026 16.88 0.00 0.41 1.15 18.45 12.96 0.97 0.00 0.03 0.08 1.08 0.76 0.22 0.16 19.75 13.88
6年目 H 25 1.00703 0.99734 1.00459 0.6756 17.00 0.00 0.41 1.15 18.56 12.54 0.97 0.00 0.03 0.08 1.08 0.73 0.22 0.15 19.87 13.43
7年目 H 26 1.00698 0.99733 1.00457 0.6496 17.12 0.00 0.41 1.15 18.68 12.13 0.98 0.00 0.03 0.07 1.09 0.71 0.23 0.15 19.99 12.99
8年目 H 27 1.00693 0.99733 1.00455 0.6246 17.24 0.00 0.41 1.14 18.79 11.74 0.99 0.00 0.03 0.07 1.10 0.69 0.23 0.14 20.12 12.56
9年目 H 28 1.00689 0.99732 1.00453 0.6006 17.36 0.00 0.41 1.14 18.91 11.36 0.99 0.00 0.03 0.07 1.10 0.66 0.23 0.14 20.24 12.15
10年目 H 29 1.00684 0.99731 1.00451 0.5775 17.48 0.00 0.40 1.14 19.02 10.98 1.00 0.00 0.03 0.07 1.11 0.64 0.23 0.13 20.36 11.76
11年目 H 30 1.00679 0.99731 1.00449 0.5553 17.60 0.00 0.40 1.14 19.14 10.63 1.01 0.00 0.03 0.07 1.12 0.62 0.23 0.13 20.48 11.37
12年目 H 31 1.00675 0.99730 1.00447 0.5339 17.72 0.00 0.40 1.13 19.25 10.28 1.02 0.00 0.03 0.07 1.12 0.60 0.23 0.12 20.60 11.00
13年目 H 32 1.00670 0.99729 1.00445 0.5134 17.83 0.00 0.40 1.13 19.36 9.94 1.02 0.00 0.03 0.07 1.13 0.58 0.23 0.12 20.73 10.64
14年目 H 33 0.99969 0.99414 0.99837 0.4936 17.83 0.00 0.40 1.12 19.35 9.55 1.02 0.00 0.03 0.07 1.13 0.56 0.23 0.11 20.71 10.22
15年目 H 34 0.99969 0.99410 0.99837 0.4746 17.82 0.00 0.40 1.12 19.34 9.18 1.02 0.00 0.03 0.07 1.13 0.54 0.23 0.11 20.69 9.82
16年目 H 35 0.99969 0.99407 0.99837 0.4564 17.82 0.00 0.39 1.11 19.32 8.82 1.02 0.00 0.03 0.07 1.13 0.51 0.23 0.11 20.68 9.44
17年目 H 36 0.99969 0.99403 0.99837 0.4388 17.81 0.00 0.39 1.10 19.31 8.47 1.02 0.00 0.03 0.07 1.13 0.49 0.23 0.10 20.66 9.07
18年目 H 37 0.99969 0.99400 0.99836 0.4220 17.81 0.00 0.39 1.10 19.29 8.14 1.02 0.00 0.03 0.07 1.12 0.47 0.23 0.10 20.65 8.71
19年目 H 38 0.99969 0.99396 0.99836 0.4057 17.80 0.00 0.39 1.09 19.28 7.82 1.02 0.00 0.03 0.07 1.12 0.46 0.23 0.09 20.63 8.37
20年目 H 39 0.99969 0.99392 0.99836 0.3901 17.80 0.00 0.39 1.08 19.26 7.51 1.02 0.00 0.03 0.07 1.12 0.44 0.23 0.09 20.62 8.04
21年目 H 40 0.99969 0.99389 0.99835 0.3751 17.79 0.00 0.38 1.08 19.25 7.22 1.02 0.00 0.03 0.07 1.12 0.42 0.23 0.09 20.60 7.73
22年目 H 41 0.99969 0.99385 0.99835 0.3607 17.78 0.00 0.38 1.07 19.23 6.94 1.02 0.00 0.03 0.07 1.12 0.40 0.23 0.08 20.58 7.42
23年目 H 42 0.99969 0.99381 0.99835 0.3468 17.78 0.00 0.38 1.06 19.22 6.67 1.02 0.00 0.03 0.07 1.12 0.39 0.23 0.08 20.57 7.13
24年目 H 43 0.99801 0.99542 0.99743 0.3335 17.74 0.00 0.38 1.06 19.18 6.40 1.02 0.00 0.03 0.07 1.12 0.37 0.23 0.08 20.52 6.84
25年目 H 44 0.99801 0.99540 0.99742 0.3207 17.71 0.00 0.37 1.05 19.14 6.14 1.01 0.00 0.03 0.07 1.12 0.36 0.23 0.07 20.48 6.57
26年目 H 45 0.99801 0.99538 0.99741 0.3083 17.67 0.00 0.37 1.05 19.09 5.89 1.01 0.00 0.03 0.07 1.11 0.34 0.23 0.07 20.43 6.30
27年目 H 46 0.99800 0.99536 0.99741 0.2965 17.64 0.00 0.37 1.04 19.05 5.65 1.01 0.00 0.03 0.07 1.11 0.33 0.23 0.07 20.39 6.04
28年目 H 47 0.99800 0.99534 0.99740 0.2851 17.60 0.00 0.37 1.04 19.01 5.42 1.01 0.00 0.03 0.07 1.11 0.32 0.23 0.06 20.34 5.80
29年目 H 48 0.99799 0.99531 0.99739 0.2741 17.57 0.00 0.37 1.03 18.97 5.20 1.01 0.00 0.03 0.07 1.11 0.30 0.22 0.06 20.30 5.56
30年目 H 49 0.99799 0.99529 0.99738 0.2636 17.53 0.00 0.37 1.03 18.93 4.99 1.00 0.00 0.03 0.07 1.10 0.29 0.22 0.06 20.25 5.34
31年目 H 50 0.99799 0.99527 0.99738 0.2534 17.50 0.00 0.36 1.02 18.88 4.79 1.00 0.00 0.03 0.07 1.10 0.28 0.22 0.06 20.21 5.12
32年目 H 51 0.99798 0.99525 0.99737 0.2437 17.46 0.00 0.36 1.02 18.84 4.59 1.00 0.00 0.03 0.07 1.10 0.27 0.22 0.05 20.16 4.91
33年目 H 52 0.99798 0.99522 0.99736 0.2343 17.43 0.00 0.36 1.01 18.80 4.40 1.00 0.00 0.03 0.07 1.10 0.26 0.22 0.05 20.12 4.71
34年目 H 53 0.99706 0.99834 0.99734 0.2253 17.37 0.00 0.36 1.01 18.75 4.22 1.00 0.00 0.03 0.07 1.09 0.25 0.22 0.05 20.06 4.52
35年目 H 54 0.99705 0.99834 0.99734 0.2166 17.32 0.00 0.36 1.01 18.69 4.05 0.99 0.00 0.03 0.07 1.09 0.24 0.22 0.05 20.00 4.33
36年目 H 55 0.99704 0.99834 0.99733 0.2083 17.27 0.00 0.36 1.01 18.64 3.88 0.99 0.00 0.03 0.07 1.09 0.23 0.22 0.05 19.95 4.15
37年目 H 56 0.99703 0.99833 0.99732 0.2003 17.22 0.00 0.36 1.01 18.59 3.72 0.99 0.00 0.03 0.07 1.08 0.22 0.22 0.04 19.89 3.98
38年目 H 57 0.99702 0.99833 0.99732 0.1926 17.17 0.00 0.36 1.01 18.53 3.57 0.98 0.00 0.03 0.07 1.08 0.21 0.22 0.04 19.83 3.82
39年目 H 58 0.99701 0.99833 0.99731 0.1852 17.12 0.00 0.36 1.00 18.48 3.42 0.98 0.00 0.03 0.07 1.08 0.20 0.22 0.04 19.77 3.66

合　計 695.86 0.00 15.45 43.43 754.74 330.52 39.87 0.00 1.30 2.84 44.01 19.28 9.02 3.97 807.77 353.77

年度
（基準年）

H15




